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１．はじめに

表層吸引溶脱法（Surface Suction Leaching Method, 以後 SSLM）とは，塩が集積した土壌

面に少量の水を供給し溶解させて地表面から直接吸引除去する方法であり，塩類集積の初

期に見られる局所的な集積塩の除去を目的として開発された．本法による除塩作業は，そ

のほとんどを人力で行っていたため作業効率が著しく低く，実用性に乏しかった．そこで，

本研究では装置の機械化とそれを実装した自走式除塩作業機の開発を試みた．

２．表層吸引溶脱法の概要  
Fig.1 に本法で用いる装置の概要を示し

た．本装置は土壌への挿入部とそれに接続

される給水部ならびに採水部で構成され

る．送水ポンプを用いて給水タンクから挿

入部へリーチング用水が送られる．挿入部

は採水タンクを経て吸引ポンプにも繋がっ

ており，コックで切り替え可能となってい

る．吸引ポンプを使って吸引された水は採水タン

クに貯留される．本法の操作手順は，まず，挿入

部を土壌表面の塩類集積している部分に差し込

む．次に，送水ポンプを作動させ，下層浸透が発

生しない程度の量の水を土壌に供給し，塩を溶解

させる．次いで，挿入部のコックを採水部側に切

り替えて，吸引ポンプにより土壌内の塩水を吸引

し採水タンクに貯留する．その後，挿入部のコッ

クを送水ポンプ側に再度切り替える．この一連の

作業を１サイクルとして除塩作業を行う．Fig.2 は

SSLM の概念に基づいて組み上げた従来型のシス

テムである．従来のシステムでは圃場への装置の

移動，挿入部の差し込みや給水から吸引への切り替えなどはすべて人力で行っていた．さ

らに送水ポンプと吸引ポンプは 12 V バッテリーを用いた外部電源で稼働しており安定的
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Fig.1 Concept of surface suction leaching 
devices
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Fig.2 Ordinary devices of SSLM
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な除塩作業のためには頻繁なバッテリー交換が必要になるなど，作業効率は著しく低かっ

た．   
３ 除塩作業機の構造と特性

本システムの作業効率を高めるために，

送水・吸引過程の自動制御化を図り，Fig.3
のように電磁弁と水検知センサを導入し

た．システム全体の輸送と安定的な電源供

給を計り，さらに，挿入部を塩類集積部に

機械力を使って差し込むために，本システ

ムを一体化して搭載した除塩作業機を製作

した（Fig.4） .
挿入部を塩が集積する地表面に差し込むときに亀裂

の発生を最小限度に抑えるには，できるだけ静かに挿

入部を押し込む必要がある．そこで，本機では，パン

タグラフ型のアームに挿入部を接続し，作業機の自重

によって所定の深さまで押し込む方式を取り入れた．

適用を想定した農地の貫入抵抗から必要な押し込み荷

重を 1800N と推定し，その荷重を得るために作業機自

体に錘を載せ，さらに車体後部にアウトリガーを設置

して効率的に自重をアームに伝達する（Fig.5）．除塩作

業中は作業機のエンジンを稼働させることで送水ポンプおよび給水ポンプ，制御システム

の電源を確保した．なお，操縦席にシステムを管理する制御盤を設置しており，全ての工

程を一人で実施できるようになっている．  

４．おわりに

本研究では，表層吸引溶脱装置を現場圃場に容易に輸送し，効率的な除塩作業を可能

にする自走式除塩作業機を試作した．本機ではパンタグラフ型アームとアウトリガーを用

いることで挿入部の土壌への差し込みを容易にし，電磁弁と水検知センサの導入により除

塩工程の自動制御が可能となった．今後は，本機による除塩効率の定量的評価を行う．
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Fig.3 Outline of surface suction leaching 
device for automatic driving system
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Fig.5 Procedure for pushing the insert part into the soil using outriggers

③アームの伸張①アームの降下 ②アウトリガーの降下

 
Fig.4 Salt removal machine 
equipped with SSLM devices 
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